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放射線をマウスに照射する実験施設

　弱い放射線を長期間にわたり被ばくした場合の

影響について、マウス（ハツカネズミ）を使って

データを集めています。「おとな」のマウスに約

400 日間にわたり放射線をあて、寿命などを調

べた実験では、事故時の避難指示基準や職業人の

被ばく限度（年間 20 ミリシーベルト）に相当す

る量の被ばくでは影響は検出されないという結果

が得られています。この調

査では「おとな」や「胎児」

の被ばくの影響に続き、現

在「子ども」の被ばくの影

響を調べています。

弱い放射線を長期間被ばくした場合の影響を調べています。

約40週間約40週間

約20日間約20日間

胎児胎児
0 ～19歳ごろ0～19歳ごろ

0～3ヵ月齢0～3ヵ月齢

子ども子ども
20 ～ 60歳代半ば20～ 60歳代半ば

3～20ヵ月齢3～20ヵ月齢

おとなおとな
60歳代半ば～60歳代半ば～

20ヵ月齢～20ヵ月齢～

高齢者高齢者

それぞれの時期でどのような影響がどのくらいあるか調べている。
調査の内容や成果等はホームページ（https://www.aomori-hb.jp/)に掲載されています。是非ご覧ください。

現在調べている。現在調べている。

放射性物質放射性物質
→→


